
認知症サポーター養成講座

関東信越厚生局 地域包括ケア推進課

地域包括ケア推進官 秋山（キャラバン・メイト）



認知症の人（疑われる人も）と
関わったことはありますか？

症状は本来少しずつ進んでいきます。

ご家族の方が認知症になった場合は…？

鍵がない
財布がない

いつもそこに
置いてるで
しょっ！！

時が経ち

―初期の頃―

これじゃ
一人にし
ておけな
い…

ここはどこ？

この人誰？
お母さん？

今日は
何も食べて
ないんだけど？

千葉から三鷹
まで行っ
ちゃったの？

ここはどこ？

三鷹署
です



まずはDVDを見てみましょう。

皆さまが関わる認知症の方はどんな人？

どこで関わることになるでしょう？

良い例と悪い例はどこが違うでしょ
うか。



わがこととして考えてみよう

自分や家族、身近な人が認知症になっ
たら、どのように生活したいと考える
でしょうか？

段差のない道、移動に役立つ設備が整備さ
れているバリアフリーのまちが必要

であれば認知症の人にとっては…

店舗や施設の整備、周囲の人の理解不足や
偏見が“バリア”となっているのであれば
これを取りのぞくことが必要



認知症サポーターキャラバン

・認知症を正しく理解し、認知症に対する誤解と
偏見を解消し、認知症の人や家族を応援する
「認知症サポーター」を増やし、安心して暮らせ
るまちをみんなでつくっていくことを目指して
いる事業

・2005年から全国で展開されています。

・既に1500万人の認知症サポーターが誕生してい
ます。



認知症について理解していきましょう



認知症サポーターとは
・「なにか」特別なことをする人ではありません。

・認知症と人やその家族の「応援者」です。

・認知症サポーターカードをお渡しします。

・近所づきあい、友人づきあいの中で
気になることがあればさりげなく気にかける、認
知症の人やその家族が困っていることがあれば
親身に話を聞いたり、相談に乗ることもその役割
の一つです。

・困っている方がいたら地域の専門機関に一報を。
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